
林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

は
じ
め
に

貞
和
三
年

（
一
三
四
七
）
に
、
勧
修
寺
僧
正
栄
海
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た

『釈
教
歌
仙
』
は
、
僧
侶
三
十
六
名
の
和
歌
を
集
め
た
作
品
で
、
版
本
と
し

て
は
寛
文
元
年
の
刊
記
を
持

つ
二
種
、
高
田
弥
兵
衛
版
と
林
和
泉
稼
版
が
存

在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
林
和
泉
嫁
版
に
関
し
て
は
、
現
存
数
の
多
さ
に
加
え

て
、
『釈
教
歌
仙
』

の
他
の
絵
入
諸
本
と
は
歌
仙
が

一
部
異
な
り
、
聖
徳
太

子
を
第
二
首
に
配
し
、
第
三
十
五
首
に
配
さ
れ
る
貞
慶
上
人
を
外
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
井
上
宗
雄
氏
、
大
岡
賢
典
氏
に
よ
る

『新
編
国
歌
大
観
』

「釈
教
三
十
六
人
歌
合
」
諸
本
分
類
に
お
い
て
も
独
立
し
た
系
統
と
し
て
区

分
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六
所
収

「
釈
教
三
十
六

人
歌
仙
」
及
び

『国
文
東
方
仏
教
叢
書
　
歌
頌
部
』
所
収

「釈
教
三
十
六
人

歌
仙
」
の
底
本
と
な

っ
た
写
本
も
林
版
を
書
写
し
た
系
統
の
本
文
で
あ
り
、

林
版
と
同
じ
聖
徳
太
子
を
含
む
三
十
六
人
を
歌
仙
と
す
る
近
世
写
本
も
多

い
。

本

多

潤

子

こ
の
よ
う
に
林
版
は
、
他
の
諸
本
に
は
な
い
聖
徳
太
子
が
歌
仙
の

一
人
に

選
ば
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
歌
仙
の
図
像

に
も
独
自
の
特
徴
を
有
す
る
。
『釈
教
歌
仙
』
の
歌
仙
絵
と
し
て
の
研
究
は

美
術
史
の
分
野
で
は
、
専
ら
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
南
北
朝
期
の
断
簡
、

及
び
そ
の
系
統
の
模
本

（以
下
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
と
称
す
る
）
を
中

心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、
版
本
研
究
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

本
稿
で
は
林
和
泉
稼
版

『釈
教
歌
仙
』

の
書
誌
情
報
、
本
文
、
図
像
の
特

徴
、
出
版
形
態
な
ど
か
ら
、
先
行
す
る
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
と
の
関
連
、

そ
し
て
寛
文
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

一　

書
誌
情
報

―
　
杉
浦
丘
園
旧
蔵
本
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
の
書
誌
と
体
裁
を
現
在
稿
者
の
手

元
に
あ
る
杉
浦
丘
園
旧
蔵
本
に
よ
っ
て
確
認
す
る
ｃ
寸
法
は
縦
二
十
二

・
二

糎

×
横
十
六
　
〇
糎
で
、
表
紙
は
破
損
が
激
し
い
が
紺
色
無
紋
、
中
央
に

四

一



「繹
教
訂
仙
」
と
刷
題
茶
が
あ
る
。
内
題
は
序
文
冒
頭
に

「
釈
教
丹
六
人
訂

仙
」
と
あ
り
、
柱
題
に
は

「釈
寄
仙
」
と
す
る
。
匡
郭
は
、
縦
十
七
　
〇
糎

×
横
十

一
・
六
糎
の
単
郭
で
、
全

一
冊
二
十
二
丁
ｃ　
一
丁
か
ら
三
丁
ま
で
は

撰
者

「勧
修
寺
僧
正
栄
海
」
に
よ
る
序
文
が
あ
り
、
四
丁
よ
り
二
十

一
丁
ま

で
半
丁
に

一
歌
仙

（歌
仙
名
、
和
歌

一
首
、
歌
仙
の
肖
像
）
の
形
式
で
合
計

三
十
六
歌
仙
が
描
か
れ
る
。
序
文
及
び
和
歌
本
文
の
漢
字
に
は
適
宜
送
り
仮

名
が
付
さ
れ
る
。
そ
の
三
十
六
人
は
、
達
磨
和
尚
、
聖
徳
太
子
、
僧
正
菩

提
、
大
僧
正
行
基
、
伝
教
大
師
、
弘
法
大
師
、
慈
覚
大
師
、
智
証
大
師
、
沙

弥
満
誓
、
玄
賓
僧
都
、
僧
正
遍
照
、
喜
撰
法
師
、
僧
正
聖
宝
、
素
性
法
師
、

空
也
上
人
、
日
蔵
上
人
、
蝉
九
、
性
空
上
人
、
小
僧
都
源
信
、
恵
慶
法
師
、

能
因
法
師
、
良
遅
法
師
、
法
師
永
観
、
登
蓮
法
師
、
大
僧
正
行
尊
、
僧
正
永

縁
、
俊
恵
法
師
、
道
因
法
師
、
西
行
法
師
、
僧
正
慈
円
、
二
品
法
親
王
守

覚
、
法
橋
顕
照
、
寂
蓮
法
師
、
寂
然
法
師
、
僧
正
行
意
、
明
恵
上
人
で
あ

り
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
や
寛
文
元
年
に
先
に
刊
行
さ
れ
た
高
田
弥
兵
衛

刊

『釈
教
歌
仙
』
と
比
較
す
る
と
、
二
首
目
が
聖
徳
太
子
で
、
三
十
五
首
目

に
貞
慶
上
人
が
含
ま
れ
な

い
と

い
う
点
に
お
い
て
、
人
選
が
異
な

っ
て
い

ＺＯ
Ｃ最

終
丁
の
二
十
二
丁
目
の
オ
モ
テ
に
は
、

栄
海
僧
正

高
雄
神
護
寺
別
営
聖
済
僧
正
弟
子
無
動
院
住

八
坂
新
千
載
集
二
入

四
二

寛
文
元
辛
丑
暦
季
秋
　
林
和
泉
稼
板
行

と
あ
る
。
な
お
、
杉
浦
丘
園
旧
蔵
本
の
特
徴
と
し
て
、　
一
丁
目
に

「
三
柳
居

杉
浦
氏
蔵
書
記
」
と
い
う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
、
四
丁
ウ
ラ
、
五
丁
ウ
ラ
、
六

丁
オ
モ
テ
の
歌
仙
の
僧
衣
の

一
部
に
朱
色
の
書
入
れ
が
あ
る
。

＝̈
　
諸
本

次
に
現
存
す
る
林
和
泉
稼
版
の

『釈
教
歌
仙
』
を
確
認
す
る
。
林
和
泉
橡

版
は
国
立
国
会
図
書
館
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本

（
『歌
仙
部
類
』
の
う
ち
の

第
七
冊
）
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
、
神
宮
文
庫
本
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
本
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
、
東
京
都
立
中

央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池

田
家
文
庫
本
、
関
西
大
学
図
書
館
本
、
杉
浦
丘
園
旧
蔵
本
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
特
徴
を

【表

一
】
に
ま
と
め
た
。

【表

一
】
の
表
紙
の
項
目
を
み
る
と
、
版
本
の
表
紙
が
紺
色
無
紋
の
も
の

と
、
紺
地
に
流
水

・
あ
や
め
、
ま
た
は
紺
地
に
氷
水

・
楓
、
そ
し
て
紺
地
に

芝
草
が
描
か
れ
た
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
原
装
と
思
わ

れ
、
林
版
の
他
の
異
種
三
十
六
歌
仙
の
版
本
と
共
通
す
る
装
丁
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
紺
地
に
流
水
　
あ
や
め
、
氷
水
に
楓
の
装
丁
は
、
同

一
の
構
図
で

植
物
の
種
類
が
異
な
る
の
み
で
あ
り
、
と
も
に
裏
表
紙
に
は
紺
地
に
芝
草
が

用
い
ら
れ
た
諸
本
が
あ
る
た
め
、
こ
の
三
種
の
表
紙
は
同
時
期
に
使
い
分
け

ら
れ
て
い
た
装
丁
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
が
同
じ
で
も
本

紙
の
刷
の
状
態
は
異
な
り
、
幾
度
も
版
を
重
ね
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
現





出
雲
寺
家
が
公
家
に
出
入
し
て
、
諸
家
の
秘
蔵
す
る
図
書
や
日
記

・
記

録
類
を
書
写
し
う
る
便
宜
を
も

っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（）
同
版
元
に
関
し
て
は
、
藤
賞

久
美
子
氏
に
よ
る
研
究
に
よ
っ
て

『武
鑑
』
出
版
、
御
書
物
師
と
し
て
の
幕

府
と
の
関
わ
り
な
ど
、
近
世
前
期
か
ら
末
期
に
至
る
ま
で
の
京

・
江
戸
に
お

け
る
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
和
泉
橡
版
の
個
々
の
出
版

物
に
関
し
て
は
、
『太
閤
記
』
に
関
し
て
、
長
谷
川
泰
志
氏
、
柳
沢
昌
紀
氏

に
よ
る
研
究
が
あ
る
。

寛
文
年
間
前
後
の
林
和
泉
橡
に
関
す
る
記
録
は
、
鳳
林
承
章

『隔
冥
記
』

の
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
十
月
二
十
三
日
の
条
に
、

医
者
之
橋
悦
、
歌
書
之
本
屋
之
林
和
泉
内
々
当
山
江
可
被
来
之
由
、

と
、
「歌
書
之
本
屋
」
と
し
て
来
訪
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
文
七
年
四
月
四

日
に
も

「本
屋
之
和
泉
入
道
白
水
来
」
と
の
記
録
が
残
る
。
「白
水
」
と
は
、

林
和
泉
橡
時
元
を
指
す
。
ま
た
、
『鵞
峰
林
学
士
文
集
』
巻
第
六
に
も
、
林

和
泉
橡
時
元

（白
水
）
に
つ
い
て
記
し
た

「松
柏
堂
書
庫
ノ
記
」
が
載
り
、

積
極
的
に
書
物
の
収
集
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
ｃ
後
代
と
な
っ

て
も

『京
羽
二
重
』
（貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
版
）
に
は

「歌
書
所
井
絵

草
紙
」
と
し
て

「
林
和
泉
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
歌
書
を
多
く
扱

っ
て
い

た
ｃ
特
に

『新
百
人

一
首
』
の
出
版
、
『釈
教
歌
仙
』
を
含
む
様
々
な

一
首

本
三
十
六
人
歌
合
を
集
め
た

『歌
仙
』
七
種
な
ど
の
多
く
の
名
数
和
歌
を
出

四
四

版
し
て
い
る
ｃ
さ
ら
に
、
漢
詩
に
関
し
て
も

『詩
仙
石
川
丈
型

『儒
仙
』
『武

仙
林
迫
重

な
ど
の
三
十
六
人
各

一
詩
を
集
め
た
名
数
詩
合
の
出
版
も
確
認
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
名
数
詩
歌
集
の
収
集
　
出
版
の
過
程
で

『釈
教
歌
仙
』

も
出
版
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
林
版
の

『釈
教
歌
仙
』
の
特
徴
と
し
て
は
、

他
の
六
種
の
三
十
六
歌
仙
絵
と
あ
わ
せ
て

『歌
仙
』
七
巻
の
う
ち
の

一
巻
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
本
稿
第
三
章
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

一
一　
特
徴

―
　
本
文
、
刊
記

林
版
の

『釈
教
歌
仙
』
の
本
文
の
一
番
の
特
徴
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う

に
、
第
二
首
に
聖
徳
太
子
歌
が
入
り
、
他
系
統
の
諸
本
に
お
い
て
は
第
三
十

五
首
目
に
配
さ
れ
る
貞
慶
上
人
歌
が
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
、
『新
編
国
歌
大
観
』
に
お
け
る
井
上
宗
雄
氏
の

「釈
教
三
十
六
人
歌

合
」
諸
本
分
類
で
は
、
聖
徳
太
子
歌
の
な
い
第

一
系
統
に
対
し
て
、
太
子
歌

を
有
す
る
諸
本
を
独
立
し
た
第
二
系
統
と
し
て
区
分
し
て
い
る
。
『釈
教
歌

仙
』
諸
本
の
う
ち
、
聖
徳
太
子
を
三
十
六
歌
仙
に
含
め
る
絵
入
本
は
林
版
の

み
が
確
認
さ
れ
る
が
、
歌
仙
絵
を
伴
わ
ず
林
版
と
同
じ
選
歌
の
三
十
六
首
を

有
す
る
写
本
と
し
て
は
、

・
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫

『澤
門
三
十
六
歌
仙
』
亀
数
量
和
歌
集
』

の
内
Ｔ

北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫

『繹
門
三
十
六
歌
仙
』
亀
歌
仙
和
歌
』

の
内
）



（序
あ
り

・
左
右
あ
り

・
勅
撰
集
名
あ
り

・
二
首
目
聖
徳
太
子
歌
挿
入

。

三
十
五
首
目
貞
慶
上
人
歌
な
し
　
寛
文
四
年
の
本
奥
書
あ
り
　
『国
文
東

方
佛
教
叢
書
』
歌
頌
部

「釈
教
三
十
六
人
歌
仙
」
と
同
系
統
）

官
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫

『繹
教
三
十
六
人
歌
合
』

（序
な
し

・
二
首
目
聖
徳
太
子
歌
挿
入

・
三
十
五
首
目
貞
慶
上
人
歌
な
し

元
禄
十
年
書
写
）

・
宮
内
庁
書
陵
部

『釈
教
三
十
六
人
歌
』
翁
待
需
抄
』
の
内
）

（序
あ
り

・
左
右
あ
り

・
二
首
目
聖
徳
太
子
歌
挿
入

・
三
十
五
首
目
貞
慶

上
人
歌
な
し
、
他
、
慈
覚
大
師
、
智
証
大
師
な
し
　
一九
禄
十
二
年
編
纂
）

東
北
大
学

『釈
教
三
十
六
人
歌
仙
』

（二
首
目
聖
徳
太
子
歌
挿
入

・
三
十
五
首
目
貞
慶
上
人
な
し

「寛
文
元
辛

丑
暦
季
秋
　
林
和
泉
橡
板
行
」
の
本
奥
書
あ
り
、
天
保
三
年
書
写
）

・
斎
藤
報
恩
会

『澤
門
三
十
六
人
歌
仙
』
亀
歌
仙
和
歌
集
』
の
内
）

（序
な
し

・
二
首
目
聖
徳
太
子
歌
挿
入

・
三
十
五
首
目
貞
慶
上
人
な
し
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
に
は
、
林
版
の

「寛
文
元
年
」
よ
り
古
い
書

写
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
左
右

・
勅
撰
集
名
を
付
し
た
龍
谷
大
学

図
書
館
写
字
台
文
庫

『数
量
和
歌
集
』
３
〓
ざ
い
くヽ
‐く
］
の
内
の

『澤
門

三
十
六
歌
仙
』
の
奥
書
は
、

栄
海
僧
正
　
一局
雄
神
護
寺
別
営
聖
済
僧
正
弟
子
無
動
院

住
八
坂
入
新
千
載
集

寛
文
第
四
星
輯
甲
辰
孟
秋
朔
舒
哺

僧
正
栄
海

林
和
泉
稼
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

敷
島
の
道
の
お
く
な
る
あ
さ
か
山
ふ
か
き
心
を
い
か
て
し
ら
ま
し

と
あ
り
、
続
け
て

「
一
本
に
聖
徳
太
子
の
歌
な
し
」
と
し
て
貞
慶
歌
を
記
し

て
い
る
ｃ
こ
の
う
ち

「
栄
海
僧
正
　
一品
雄
神
護
寺
別
営
聖
湾
僧
正
弟
子
無
動

院
／
住
八
坂
入
新
千
載
集
」
と
い
う
記
述
は
、
「
入
」
の
位
置
が
前
後
す
る

が
、
林
版
の
刊
記
と
同

一
で
あ
る
。
林
版
が
寛
文
元
年
刊
行
な
の
に
対
し
、

寛
文
四
年
と
新
し
い
こ
と
か
弓
、
林
版
の
刊
記
を
書
写
し
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
聖
徳
太
子
歌
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
列
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
架
蔵
の
林
版

『釈
教
歌
仙
』
冒
頭
四

首
は
、

達
磨
和
尚

い
か
る
か
や
富
の
小
河
の
絶
は
こ
そ
わ
か
お
ほ
君
の
御
名
を
わ
す
れ
め

聖
徳

太
子

し
な
て
る
や
か
た
岡
山
の
い
ひ
に
う

へ
て
ふ
せ
る
旅
人
あ
は
れ
お
や
な

し

僧
正

菩
提

か
ひ
ら
え
に
と
も
に
ち
き
り
し
か
ひ
有
て
文
殊
の
御
か
ほ
い
ま
み
つ
る

か
な

大
僧
正

行
基

霊
山
の
釈
迦
の
御
前
に
契
て
し
真
如
く
ち
せ
す
あ
ひ
み
つ
る
か
な

四
五



と
な

っ
て
い
る
。
挿
入
さ
れ
た
聖
徳
太
子
歌
は
、
典
拠
で
あ
る

『拾
遺
和
歌

集
』
巻
二
十
哀
傷

【
一
三
五
〇
、　
三
一一五

一
】
を
み
る
と
、

聖
徳
太
子
高
岡
山
辺
道
人
の
家
に
お
は
し
け
る
に
、
餓
ゑ
た
る
人

み
ち
の
ほ
と
り
に
ふ
せ
り
、
太
子
の
の
り
た
ま

へ
る
馬
と
ど
ま
り

て
ゆ
か
ず
、
ぶ
ち
を
あ
げ
て
う
ち
た
ま

へ
ど
し
リ

ヘ
し
り
ぞ
き
て

と
ど
ま
る
、
太
子
す
な
は
ち
馬
よ
り
お
り
て
、
う
ゑ
た
る
人
の
も

と
に
あ
ゆ
み
す
す
み
た
ま
ひ
て
、
む
ら
さ
き
の
う

へ
の
御
ぞ
を
ぬ

ぎ
て
う
ゑ
人
の
う

へ
に
お
ほ
ひ
た
ま
ふ
、
う
た
を
よ
み
て
の
た
ま

し
な
て
る
や
か
た
を
か
山
に
い
ひ
に
う
ゑ
て
ふ
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
お

や
な
しに

な
れ
な
れ
け
め
や
さ
す
竹
の
き
ね
は
や
な
き

い
ひ
に
う
ゑ
て
こ

や
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
あ
　
は
れ
と
い
ふ
う
た
な
り

う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
、
御
返
し
を
た
て
ま

つ
る

い
か
る
が
や
と
み
の
を
河
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
を
わ

す
れ
め

と
、
『釈
教
歌
仙
』
第

一
首
に
達
磨
和
尚
歌
と
し
て
採
ら
れ
た
、
う
ゑ
人
の

「
い
か
る
が
や
」
歌
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
和
歌
を
詠

ん
だ
片
岡
の
う
ゑ
人
は
、
中
世
以
降
の
各
種
片
岡
山
説
話
に
お
い
て

『釈
教

歌
仙
』
同
様
達
磨
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
林
版
で
は
聖
徳
太
子
の

和
歌
も
加
え

一
対
の
贈
答
歌
と
し
て
採

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
続

四
六

く
菩
提

・
行
基
の
和
歌
も
、
同
じ
く

『拾
遺
集
』
巻
二
十
哀
傷

【
一
三
四

八
、　
三
二
四
九
】
の
、

南
天
竺
よ
り
東
大
寺
供
養
に
あ
ひ
に
、
菩
提
が
な
ぎ
さ
に
き
つ
き

た
り
け
る
時
、
よ
め
る

霊
山
の
釈
迦
の
み
ま
へ
に
ち
ぎ
り
て
し
真
如
く
ち
せ
ず
あ
ひ
見
つ
る
か

な

返
し
　
　
　
　
　
婆
羅
門
僧
正

か
び
ら
ゑ
に
と
も
に
ち
ぎ
り
し
か
ひ
あ
り
て
文
殊
の
み
か
ほ
あ
ひ
見
つ

る
か
な

と
い
う
贈
答
歌
を
典
拠
と
し
て
い
る
３
こ
ち
ら
の
贈
答
歌
は
、
佐
佐
木
家
旧

蔵
本
系
統
も
二
首
と
も
採
歌
し
て
い
る
。
な
お
、
林
版
と
同
じ
選
歌
の
北
海

学
園
大
学
北
駕
文
庫
に
は
さ
ら
に
左
右
が
付
さ
れ
、
達
磨
と
太
子
、
菩
提
と

行
基
の
二
組
の
贈
答
歌
を
番
と
す
る
ｃ
こ
の
よ
う
に
、
太
子
歌
の
挿
入
に
よ

っ
て
、
『釈
教
歌
仙
』
冒
頭
は
勅
撰
集
の
贈
答
歌
を
二
組
並
べ
た
形
と
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
冒
頭
四
首
の
後
は
伝
教
大
師
と
弘
法
大
師
、
慈
覚
大
師
と
智
証

大
師
と
入
唐
八
家
の
う
ち
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
る
。
つ
ま
り
、
聖
徳

太
子
歌
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
対
の
意
識
が
よ
り
強
い
構
成
と
な

っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
ｅ
特
に
行
基
ま
で
の

『拾
遺
集
』
所
収
歌
に
つ
い
て

は
、
栄
海
の

『釈
教
歌
仙
』
序
文

（架
蔵
本
林
和
泉
橡
版
）
に
お
い
て
、

聖
徳

太
子
の
片
岡
山
の
う



ゑ
人
に
む
い
さ
き
の
衣
を
給
し
顕

性
成
佛
の
ふ
か
き
心
の
色
を
し
め
し

婆
羅
門
僧
正
梵
国
よ
り
い
た
り
し

行
基
菩
薩
と
と
も
に
霊
山
会
坐
の

昔
の
ち
き
り
を
の
へ
給
ふ

と
、
和
歌
の
詞
書
に
相
当
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
重
要
な
箇
所
で
あ

る
。
こ
の
序
文
該
当
箇
所
の
前
後
に
は
、
天
竺

「
月
の
国
」
と
本
朝

「
日
の

本
」
を
対
に
し
て
記
す
記
述
が
多
い
。
聖
徳
太
子
歌
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
達

磨
と
太
子
、
菩
提
と
行
基
と
い
う
二
対
四
首
の
和
歌
を
三
十
六
歌
仙
の
冒
頭

に
配
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
冒
頭
四
首
が
天
竺
と
本
朝
の

対
に
な
り
、
序
文
の
記
述
と
の
対
応
が
明
確
と
な
る
。

で
は
、
こ
の
聖
徳
太
子
歌
を
二
首
目
に
加
え
る
と
い
う
発
想
は
、
ど
こ
か

ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『釈
教
歌
仙
』
絵
入
諸
本
の
う
ち
、
南
北
朝
期

の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
の
達
磨
部
分
は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
達
磨
和
尚
」
と
い
う
歌
仙
名
、
達
磨
の
肖
像
、

そ
し
て

「
い
か
る
か
や
」
歌
に
続
き
、
「
聖
徳
太
子
」
と
名
が
記
さ
れ
、
童

子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
和
歌
は
伴
わ
ず
、
続
い
て
第
二
首
目
の
菩
提
僧

正
箇
所
に
移
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
ｃ
前
述
の
序
文
に
お
い
て
も
片
岡
山
の

聖
徳
太
子
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
中
世
の
絵
巻
作
成
段
階
に
お
い
て
、
和

歌
は
伴
わ
ず
と
も
太
子
の
存
在
は
既
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
北

朝
期
の
栄
海
の
構
想
に
は
聖
徳
太
子
の
和
歌
を
三
十
六
首
に
盛
り
込
む
考
え

は
な
く
と
も
、
後
世
太
子
歌
を
挿
入
す
る
系
統
が
生
じ
る
の
は
自
然
な
流
れ

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

で
あ

っ
た
ろ
う
ｃ

＝̈
　
歌
仙
絵

歌
仙
の
選
定
に
お
い
て
独
自
の
解
釈
を
み
せ
た
林
版
で
あ
る
が
、
そ
の
歌

仙
の
肖
像
に
関
し
て
も
興
味
深
い
事
象
が
み
い
れ
る
。
現
存
の

『釈
教
歌

仙
』
絵
入
本
は
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
や
そ
の
系
統

（模
本
類
、
高
田
弥
兵
衛

版
本
）、
そ
し
て
歌
意
絵
の
付
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

『釈
教
歌
仙
』

模
本
が
あ
る
ｃ
な
お
、
歌
意
絵
入
り
模
本
の
歌
仙
の
肖
像
は
、
背
景
に
描
か

れ
た
歌
意
絵
を
除
け
ば
東
博
本

『釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
』
系
統
と
概
ね
同
じ

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
に
比
べ
て
、
林
版
の
歌

仙
絵
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
ｃ

【表
二
】
は
、
近
世
末
期
の
模
本
で
は
あ
る
も
の
の
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本

系
統
の
完
本
で
あ
る
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『釈
教
三
十
六
人
歌

仙
』
（以
下
早
大
本
と
称
す
）
と
林
版

『釈
教
歌
仙
』
の
歌
仙
絵
を
比
較
し

た
も
の
で
、
林
版
の
欄
に
は
早
大
本
と
の
相
違
点
の
み
を
記
し
て
い
る
。
こ

の
表
か
ら
、
林
版
は
早
大
本
に
比
べ
、
様
々
な
持
物
が
加
わ
り
、
偶
数
番
に

あ
た
る
歌
仙
の
体
の
向
き
が
反
転
し
、
向
か
っ
て
右
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

持
物
が
加
わ
っ
た
具
体
例
と
し
て
、
冒
頭
の
達
磨
　
聖
徳
太
子
部
分
を

【図
二
】
早
大
本
、
【図
三
】
林
版
で
示
し
た
。
林
版
で
は
、
達
磨
に
つ
い
て

は
座
る
敷
物
が
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
は
衣

服
に
紋
様
が
加
え
ら
れ
、
左
一月
に
は
袈
裟
の
紐
が
描
か
れ
袈
裟
を
ま
と
う
姿

で
描
か
れ
て
い
る
。
袈
裟
は
聖
徳
太
子
童
形
像
の

一
種
で
あ
る
孝
養
像
に
多

四
七



く
付
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
林
和
泉
嫁
版
で
は

一
般
的
な
祖
師
像
も
参
考

に
し
て
歌
仙
像
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
、
孝
養
像
で
は
柄
香
炉
を
両

手
で
捧
げ
持
つ
姿
で
描
か
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
林
版
の
太
子
像
が
そ

れ
を
持
た
な
い
姿
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
林
版
の
童
形
の
立
像
で

袖
手
と
い
う
特
徴
は

【図
二
】
の
早
大
本
に
み
ら
れ
る
特
徴
と

一
致
す
る
。

さ
ら
に
、
早
大
本
、
林
版
の
三
十
六
人
の
歌
仙
の
肖
像
の
な
か
で
立
像
は
聖

徳
太
子
の
み
で
あ
る
と
い
う
点
も

一
致
す
る
。
ま
た
、
達
磨
と
聖
徳
太
子
の

贈
答
歌
の
元
と
な
っ
た
片
岡
山
説
話
は
、
各
種

『聖
徳
太
子
絵
伝
』
等
に
描

か
れ
て
い
る
が
、
太
子
四
十
歳
の
行
跡
の
た
め
、
絵
伝
に
お
い
て
太
子
が
童

形
に
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
林
版
の
図
像
は
佐
々
木
家
旧
蔵

本
系
統
の
図
像
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
佐
々
木
家
旧
蔵
本
系
統
の
絵
入
諸
本
の
な
か
で
、
寛
文
元
年
秋
の

林
版
出
版
以
前
に
最
も
流
布
し
て
い
た
も
の
は
、
同
年
の
五
月
に
同
じ
京
都

の
版
元
、
高
田
弥
兵
衛
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た

『釈
教
歌
仙
』
で
あ
ろ
う
。
高

田
版
は
、
林
版
と
は
異
版
で
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
の
図
様
を
有
す
る
。

但
、
【図
二
】
の
聖
徳
太
子
像
を
取
り
入
れ
ず
、
三
十
五
首
目
の
貞
慶
上
人

を
そ
の
ま
ま
歌
仙
に
採
る
と
い
う
点
で
、
林
版
と
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
た

め
、
先
行
す
る
高
田
版
の
み
を
元
に
し
て
版
下
絵
が
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え

難
く
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
も
し
く
は
そ
の
模
本
な
ど
の
絵
入
諸
本
を
直
接
参

照
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
林
版
は
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
に
比
べ
、
持

物
が
多
い
な
ど
の
相
違
点
が
あ
る
も
の
の
、
佐
佐
本
家
旧
蔵
本
系
統
の
特
徴

も
ま
た
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

林
版
が
有
す
る
特
徴
の
な
か
で
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
の
特
徴
と

一
致

四
八

す
る
最
も
明
確
な
箇
所
は
、
弘
法
大
師
の
肖
像
で
あ
ろ
う
。
佐
佐
木
家
旧
蔵

本
系
統
で
は
弘
法
大
師
部
分
の
み
歌
仙
の
肖
像
の
背
後
に
風
景
が
描
き
こ
ま

れ
て
い
る
が
、
林
版
も
同
様
に
弘
法
大
師
部
分
の
み
肖
像
の
背
景
に
風
景
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
【図
四
】
早
大
本
で
は
、
祠
が
描
か
れ
、
そ
の

脇
の
洞
の
中
に
座
す
弘
法
大
師
と
松
、
波
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

【図

五
】
林
版
で
も
、
祠
は
な
い
も
の
の
、
早
大
本
と
同
様
に
洞
の
中
に
座
す
弘

法
大
師
と
松
、
波
が
描
か
れ
て
い
る
。
祠
の
有
無
に
関
し
て
は
、
林
版
が
半

丁

一
歌
仙
と
い
う
縛
り
が
あ
り
、
早
大
本
の
よ
う
に
横
に
広
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
省
か
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
早
大
本
と
同
様

に
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
に
属
す
る
高
田
版
に
お
い
て
も
洞
の
中
に
座
す
弘

法
大
師
と
松
、
波
が
描
か
れ
、
祠
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
背
景
の
描
写
で
は
な
く
、
弘
法
大
師
の
肖
像
部
分
に
関
し
て
は
、

右
手
に
五
鈷
杵
を
持
ち
胸
の
前
に
示
し
、
左
手
に
は
数
珠
を
持
つ
と
い
う
共

通
点
が
あ
る
。
但
、
持
物
を
持
つ
腕
は
変
わ
ら
ぬ
も
の
の
、
林
版
で
は
顔
と

体
を
右
に
向
け
て
い
る
点
、
袈
裟
が
通
肩
で
あ
る
点
が
早
大
本
と
大
き
く
異

な
る
。
ま
た
、
早
大
本
で
は
洞
に
沿

っ
て
右
側
か
ら
松
が
二
枝
の
枝
を
伸
ば

し
て
い
る
が
、
林
版
で
は
左
側
に
松
が
描
か
れ
る
。
よ
っ
て
、
持
ち
手
が
規

定
さ
れ
て
い
る
持
物
以
外
の
要
素
が
林
版
で
は
左
右
反
転
し
て
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

元
来
、
南
北
朝
期
に
成
立
し
た

『釈
教
歌
仙
』
の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統

の
歌
仙
絵
で
は
、　
一
首
目
に
付
随
す
る
聖
徳
太
子
像
と
、
三
首
目
の
行
基
像

以
外
の
像
が
、
向
か
っ
て
左
方
に
体
を
向
け
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
梅

津
次
郎

・
森
暢

・
土
屋
貴
裕
氏
ら
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、







歌
仙
を
集
め
た

『歌
仙
』
七
種
の

一
種
と
し
て
み
な
さ
れ
る
際
に
他
の
歌
仙

と
共
通
す
る
形
式
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
七
種
の
う
ち

『釈
教
歌
仙
』
を

除
く
六
種
は
皆
、
左
右
が
付
さ
れ
て
奇
数
首
と
偶
数
首
が
対
に
な

っ
て
い

る
。　
一
首
半
丁
で
、
そ
の

一
対
ご
と
に

一
丁
の
ウ
ラ
オ
モ
テ
に
配
さ
れ
、
お

互
い
に
体
を
向
け
て
対
面
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
、
他
の
三
十
六
歌
仙
の
形
式
を
ふ
ま
え
た
改
変
で
あ
る
な
ら
ば
、
林
版

『釈
教
歌
仙
』
の
図
像
の
左
向
性
の
欠
如
は
対
を
意
識
し
た
意
図
的
な
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
ｃ

一二

『歌
仙
』
七
種

林
版

『釈
教
歌
仙
』
は
、
単
体
で
扱
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
異
種

三
十
六
歌
仙
と
同
じ
装
丁
を
施
し
、
『歌
仙
』
七
種
の
う
ち
の

一
種
と
し
て

も
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
七
種
と
は
、
『歌
仙
』
『中
古
歌
仙
』
『新
歌

仙
』
『新
女
歌
仙
』
『続
女
歌
仙
』
『職
人
歌
仙
』
そ
し
て

『釈
教
歌
仙
』
で

あ
り
、
半
丁
に

一
歌
仙
の
和
歌

一
首
と
肖
像
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
『歌
仙
』

七
種
の
個
々
の
書
名
は
、
前
述
の
各
種
近
世
初
期
書
籍
目
録
に
み
え
、
元
禄

九
年
の

『増
益
書
籍
目
録
大
全
』
に
は
、
「
林

い
つ
み
」
が

『職
人
歌
仙
』

『釈
教
歌
仙
』
の
版
元
名
と
し
て
、
「
い
づ
み
」
が

『新
歌
仙
』
『新
女
歌
仙
』

『続
女
歌
仙
』
の
版
元
名
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
種
を

一
つ
の
叢

書
と
し
て
扱
う
記
事
と
し
て
は
、
次
の

『群
書

一
覧
』
が
あ
る
。
享
和
三
年

（
一
八
〇
二
）
五
月
刊
行
の
尾
崎
雅
嘉
著

『群
書

一
覧
』
の
巻
之
五

「撰
歌

類
」
の
項
に
は
、

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

歌
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
七
巻

此
書
古
今
の
歌
仙
を
あ
つ
め
た
り
坊
間
に
歌
仙
揃
と
称
す

第

一
巻
　
古
歌
仙
　
第
二
巻
　
中
古
歌
仙
　
第
三
巻
　
新
歌
仙
　
第

四
巻
　
新
女
歌
仙
　
第
五
巻
　
続
女
歌
仙
　
第
六
巻
　
職
人
歌
仙

第
七
巻
　
繹
教
歌
仙

と
の
記
載
が
あ
り
、
十
九
世
紀
に
は

「歌
仙
揃
」
と
も
称
さ
れ
、
七
巻
が
流

通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【表

一
】
に
お
い
て
も
、
こ
の
七
種
で

一
ま

と
ま
り
と
な
り
、
伝
存
す
る
諸
本
が
複
数
存
在
す
る
。　
一
例
と
し
て
、
神
官

文
庫
所
蔵
の

『歌
仙
』
を
確
認
す
る
と
、
神
官
文
庫
本
は
六
冊
が
現
存
し
、

各
最
終
丁
に
は
、

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
井

と
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
八
月
に
奉
納
し
た
旨
を
示
し
た
印
が
押
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
六
冊
の
表
紙
に
付
さ
れ
た
刷
題
嬢
に
は
、
漢
数
字
の
書
き
込
み

が
あ
り
、
『歌
仙
』
に

「
壱
」
、
『新
歌
仙
』
に

「
三
」
、
『新
女
歌
仙
』
に

「
四
」
、
『続
女
歌
仙
』
に

「
五
」
、
『職
人
歌
仙
』
に

「
六
」
、
『釈
教
歌
仙
』

に

「七
」
と
あ
る
た
め
、
元
は

「
二
」
と
し
て

『中
古
歌
仙
』
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て

『群
書

一
覧
』
に

「歌
仙
」
あ
る
い
は

「歌
仙
揃
」

と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
同

一
の
形
式
で
天
明
四
年
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が

五
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確
認
で
き
る
。
他
の
諸
本
に
お
い
て
も
、
何
冊
目
が
ど
の
歌
仙
に
相
当
す
る

の
か
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
七
種
に

「
武
家
歌
仙
」
な
ど
の

他
の
歌
仙
が
加
わ

っ
た
形
式
の
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の

『歌
仙
』
七
種
に
関
し
て
は
、
森
暢
氏
が

『歌
合
絵
の
研
究
』
序
に

お
い
て
、江

戸
時
代
に
板
行
さ
れ
た
歌
仙
絵
叢
書
の

一
種
に
、
釈
教
歌
仙
、
古

歌
仙
、
新
歌
仙
、
女
歌
仙
、
続
女
歌
仙
な
ど
と
共
に
、
職
人
歌
仙
を
加

え
た
も
の
が
あ
る

（寛
文
元
年
林
和
泉
橡
版
）
。
近
世
に
お
け
る
歌
仙

絵
好
尚
の
動
向
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
叢
書
で
あ
る
が
、
し
か

し
職
人
尽
歌
合
絵
は
見
る
と
こ
ろ
、
絵
と
し
て
は
風
俗
画
的
傾
向
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
歌
合
と
し
て
は
多
分
に
物
合
的
な
性
格
を
示
す

も
の
で
あ

っ
て
、
本
書
に
取
扱
う
歌
仙
絵
と
し
て
は
や
や
異
質
の
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る

（略
）

と
し
、
さ
ら
に
国
文
学
研
究
資
料
館

『江
戸
の
歌
仙
絵
』
展
図
録
に
お
い
て

以
下
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
ｃ

『歌
仙
七
種
』
は
、
室
町
時
代
以
前
に
成
立
し
た
異
種
三
十
六
歌
仙
七

種
を
集
成
、
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
種
々
変
容
を
遂
げ

る
前
の

『
三
十
六
歌
仙
』

の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
で
あ

Ｚ
り

。

五
二

ま
た
、
『補
訂
版
回
書
総
目
録
』
に
も
七
冊
を
ま
と
め
た
書
名
が
載
り
、

○
歌
仙
　
七
冊
　
［別
］

歌
仙
揃
　
　
［類
］
和
歌
　
［著
］

北
村
季

吟

・
西
山
宗
因

。
松
江
維
舟
等
編

［成
］
寛
文
元
刊
　
［版
］
国
会

・
岡
山
大
池
―――
　
彰
考

（六
冊
γ

神
官

（巻
二
欠
、
六
冊
）

＊
古
歌
仙

・
中
古
歌
仙

・
新
歌
仙
　
新
女
歌
仙

・
続
女
歌
仙

・
職
人
歌

仙

・
釈
教
歌
仙
を
収
む

と
あ
る
。
こ
の
他
、
七
冊
揃
と
し
て
は
、
前
述

【表

一
】
に
示
し
た
よ
う
に

国
文
学
研
究
資
料
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
な
ど
に
所
在
が
確
認
で
き
、
書
陵

部
所
収
の

『歌
仙
部
類
』
七
冊

（
二

一
三
―
三
五
）
も
同

一
の
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
『釈
教
歌
仙
』
が
な
い
た
め
、
【表

一
】
に
は
提
示
し
て
い
な
い

も
の
の
、
有
吉
保
氏
に
よ
つ
て
勉
誠
社
よ
り
出
版
さ
れ
た

『歌
仙
　
一二
十
六

歌
仙
五
種
類
』
二

九
九
六
年
）
に
載
る
影
印
も
ま
た
、
こ
の
歌
仙
揃
七
種

の
う
ち
の

『歌
仙
』
『中
古
歌
仙
』
『新
歌
仙
』
『続
女
歌
仙
』
『新
女
歌
仙
』

と
思
わ
れ
る
ｃ

但
、
こ
の

『補
訂
版
国
書
総
目
録
』
の
分
類
に
関
し
て
、
著
者
の
項
目

に
、
「北
村
季
吟

・
西
山
宗
因

・
松
江
維
舟
等
編
」
と
あ
る
点
に
関
し
て
は

未
だ
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
ｃ
林
版
の
版
本
に
撰
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
『職
人
歌
仙
』
の
烏
丸
光
広

（刷
題
釜
に

「職
人
歌
仙
　
光
広
卿
選
」

と
刷
ら
れ
て
い
る
諸
本
が
あ
る
）
、
『釈
教
歌
仙
』
の
勧
修
寺
僧
正
栄
海

（
一

丁
オ
モ
テ

一
行
Ｈ
に

「勧
修
寺
僧
正
栄
海
撰
」
と
あ
る
）
で
あ
る
。
他
の
五



種
に
関
し
て
は
、
室
町
以
前
の
成
立
で
あ
る
た
め
、
季
吟
や
宗
因
ら
の
撰
と

は
考
え
が
た
い
。
な
お
、
七
種
の
う
ち
の
第

一
冊
目
に
あ
た
る

『歌
仙
』
と

同
じ
和
歌
を
有
す
る
系
統
は
、
新
藤
協
三
氏
の

「
一
首
歌
仙
本

『三
十
六
人

歌
合
』
の
諸
形
態
」
の
六
つ
の
分
類
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「拾
穂
抄
型

北
村
季
吟
著

『歌
仙
拾
穂
抄
』
に
採
択
さ
れ
た
三
六
首
」
と
な
る
が
、
こ

の
系
統
は

「中
、
近
世
を
通
じ
て
最
も
広
く
流
布
し
た
、
典
型
的
な

一
首
歌

仙
本
の
本
文
な
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
最
古
の
写
本
と
し
て
は
陽
明
文
庫
所

蔵
の
後
法
興
院
近
衛
政
家

（
一
四
四
四
～

一
五
〇
五
）
真
筆
本
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
本
文
は
、
『歌
仙
』
七
種
の

『釈
教
歌
仙
』

の
刊
記
に
記
さ
れ
た

「寛
文
元
年
」
前
後
に
お
い
て
は
、
加
藤
磐
斎
が

『三

十
六
歌
仙
和
歌
抄
』
（万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
跛
文
執
筆
）
に
用
い
て
い

る
。
ま
た
、
『歌
仙
』
以
外
を
確
認
す
る
と
、　
一
首
本
で
は
な
い
も
の
の
、

『新
歌
仙
』
と
同
じ
歌
仙

・
和
歌
を
有
す
る
三
首
本

『新
撰
歌
仙
』
は
、
飛

鳥
井
雅
章
編

『数
量
和
歌
集
』
（承
応
二
年

（
一
六
五
三
し

に
お
い
て
、

「後
鳥
羽
院
御
撰
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
享
保
二
年
に
刊
行
さ

れ
た

『群
書

一
覧
』
に
は
、
『新
三
十
六
人
歌
仙
』
『中
古
歌
仙
』
『女
歌
仙
』

は

「撰
者
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
撰

者
に
関
し
て
は
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
面
が
多
い
。

で
は
、
こ
の
七
種
を
叢
書
と
し
て
ま
と
め
て
扱
う
と
い
う
編
纂
が
季
吟
ら

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
疑
間
が
残
る
。
本
稿
で
は

既
に
、
『釈
教
歌
仙
』
の
刊
記
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
七
種
は
寛

文
か
ら
宝
永
に
か
け
て
の
書
籍
日
録
で
は
、
七
種
ま
と
め
た
扱
い
は
さ
れ
て

お
ら
ず
、
寛
文
年
間
当
初
か
ら
明
確
な
意
図
の
も
と
、
こ
の
七
種
が

一
連
の

林
和
泉
塚
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

叢
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
か
は
疑
間
が
残
る
。
特
に
、
翌
日籍
目
録
』
に

名
前
が
記
さ
れ
始
め
る
時
期
の
ず
れ
か
ら
も
、
こ
の
問
題
は
明
ら
か
で
あ

る
。
寛
文
十
年
刊

『書
籍
目
録
』
「歌
書
井
物
語
」
の
項
に
は
、

＝̈

　

可
可
仙
円
　

尊
円

人
部
卿

光
悦

冊
　
新
寄
仙

冊
　
同
中
古

冊
　
女
可
仙

冊
　
同
中
古

冊
　
釈
教
寄
仙
　
僧
正
栄
海

冊
　
同
武
家

冊
　
同
職
人
　
た
嘆
卿

と
、
『新
歌
仙
』
『中
古
歌
仙
』
『釈
教
歌
仙
』
『職
人
歌
仙
』
の
名
前
が
記
さ

れ
る
。　
一
方

『新
女
歌
仙
』
『続
女
歌
仙
』
は
延
宝
三
年
刊

『新
増
書
籍
目

録
』
「
か
　
仮
名
」
か
ら
記
さ
れ
る
。

尋
仙

同
新
歌
仙

同
続

同
新
女
寄
仙

同
続

五
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な
お
、
延
宝
三
年
刊

『新
増
書
籍
目
録
』
に
お
い
て
は

「し
　
仮
名
」
の
項

目
に

『職
人
歌
仙
』
『釈
教
歌
仙
』
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『歌
仙
』
に
関
し
て

は
、
寛
文
十
年
刊
、
延
宝
三
年
刊
の
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
寛
文

十
年
刊

『書
籍
目
録
』
の

「可
仙
」
の
項
目
に
記
さ
れ
た

「尊
円
　
式
部
卿

光
悦
」
の
三
種
の
歌
仙
と
林
版
は
異
な
る
採
歌
で
あ
り
、
版
元
名
の
記
さ

れ
た
元
禄
九
年
、
宝
永
六
年
、
正
徳
五
年
の
各
種
書
籍
目
録
で
は
、
異
な
る

版
元
名
が

「寄
仙
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
林
版
の

『歌
仙
』
の
存

在
は
確
認
で
き
な
い
。
『歌
仙
』
と
い
う
名
の
七
冊
本
の
記
載
も
な
く
、
『補

訂
版
国
書
総
目
録
』
に
別
書
名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

『歌
仙
揃
』
と
い
う
名

の
七
冊
本
も
ま
た
同
様
に
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
書
籍
目
録
か
ら

は
個
々
の
異
な
る
出
版
事
情
が
う
か
が
え
、
現
時
点
で
叢
書
と
し
て
確
認
で

き
る
時
期
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
神
宮
文
庫
の
六
冊
本
の

「
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
八
月
」
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
ｃ
以
上
か
ら
、
七
種

を
ま
と
め
て
扱
う
と
い
う
編
纂
作
業
に
季
吟
ら
が
介
在
し
て
い
た
と
も
考
え

難
い
。

お
そ
ら
く
、
『補
訂
版
国
書
総
目
録
』
の

『歌
仙
』
（七
種
）
著
者
項
目
の

記
載
に
関
し
て
は
、
『歌
仙
』
の

［別
書
名
］
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

「歌

仙
揃
」
と
同
じ
書
名
を
持
つ
、
『歌
仙
そ
ろ
へ
』
と
の
混
同
が
あ

っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歌
仙
そ
ろ
へ
　

一
冊
　
［別
］
歌
仙
俳
諧
揃
　
［類
］
俳
諸
　
［著
］
山

岡
元
隣
編
　
［成
］
寛
文
六
成
？
、
延
宝
四
刊
　
［版
］
東
大
竹
冷

［活
］
日
本
俳
書
大
系
貞
門
俳
譜
集
・
俳
書
集
覧

五
四

こ
の

『歌
仙
そ
ろ
へ
』
は
、
第

一
巻
を
北
村
季
吟
、
第
二
巻
を
西
山
宗
因
、

第
三
巻
を
松
江
維
舟
が
詠
ん
だ
歌
仙
俳
諧
で
あ
り
、
こ
の
三
人
の
名
前
が
林

版

『歌
仙
』
の
著
者
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同

一
書
名
で
と

も
に
寛
文
年
間
の
刊
行
で
あ
る
た
め
、
混
乱
が
あ

っ
た
と
も
推
測
で
き
よ

う
。
な
お
、
『釈
教
歌
仙
』
刊
記
に
記
さ
れ
る

「寛
文
元
年
秋
」
の
記
録
が

現
存
す
る

『北
村
季
吟
日
記
』
お
よ
び
そ
の
紙
背
に
お
い
て
も
、
林
和
泉
橡

と
の
交
流
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、
『歌
仙
』
七
種
の
出
版
に
関
わ
る
記
事

は
な
い
。

複
数
の
異
種
三
十
六
歌
仙
を
類
衆
す
る
と
い
う
営
為
は
、
寛
文
年
間
以
前

か
ら
み
ら
れ
る
。
林
版
の

『歌
仙
』
七
種
は

『職
人
歌
仙
』
を
除
き
、
先
行

す
る
承
応
二
年
の
本
奥
書
を
持
つ
飛
鳥
井
雅
章
編

『数
量
和
歌
集
』
璽
日陵

部
）
に
そ
の
和
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
ｃ
林
版

『歌
仙
』
『中
古
歌
仙
』
『新
歌

仙
』
『新
女
歌
仙
』
『続
女
歌
仙
』
『釈
教
歌
仙
』
の
三
十
六
人
の
配
列
、
撰

歌
を
み
る
と
、
『数
量
和
歌
集
』
所
収
の

『古
歌
仙
』
貧

歌
仙
複
数
首
の
広

本
系
）
、
『中
古
歌
仙
』
■

首
本
）
、
『新
撰
歌
仙
』
全
二
首
本
）
、
『女
房
歌

仙
』
Ｔ
一首
本
の
う
ち
の
第
二
首
目
が

『新
女
歌
仙
』
、
三
首
目
が

『続
女
歌

仙
し
、
そ
し
て

『釈
門
歌
仙
』
に
そ
の
歌
仙

・
和
歌
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ

る
。
但
、
『数
量
和
歌
集
』
の

『釈
門
歌
仙
』
に
は
、
勧
修
寺
僧
正
栄
海
撰

と
い
う
撰
者
表
記
は
な
く
、
序
文
も
な
い
。
ま
た
、
『古
歌
仙
』
『新
撰
歌

仙
』
は

一
首
本
で
は
な
い
等
の
相
違
点
が
あ
り
、
直
接
の
典
拠
と
は
考
え
難

い
。
し
か
し
、
『数
量
和
歌
集
』
系
統
の
諸
本
の
う
ち
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
所
蔵
高
松
宮
家
旧
蔵
禁
裏
本

『数
量
和
歌
』
Ｆ
よ
８
占
８
　
ふ
函

繊
）
に
お
い
て
は
、
三
首
本
で
あ

っ
た

『新
撰
歌
仙
』
が

一
首
本

『新
三
十



六
人
歌
合
』
と
し
て
収
録
さ
れ
、
そ
の
選
ば
れ
た

一
歌
仙

一
首
計
三
十
六
首

は
林
版

『新
歌
仙
』
の
撰
歌
と

一
致
す
る
。
な
お
、
高
松
宮
家
旧
蔵
本

『数

量
和
歌
』
に
別
項
目
で
加
え
ら
れ
た

『釈
門
三
十
六
歌
仙
序
』
は
、
林
和
泉

橡
版
の
歌
仙
絵

へ
の
影
響
関
係
が
う
か
が
え
る
佐
佐
本
家
旧
蔵
本
と
、
虫
損

箇
所
等
の
本
文
の
欠
落
部
が

一
致
す
る
ｃ
序
文
に
関
し
て
は
高
松
宮
家
旧
蔵

本

『数
量
和
歌
』
と
林
版

『釈
教
歌
仙
』
は
同

一
系
統
の
諸
本
を
底
本
に
用

い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た

『職
人
歌
仙
』
『釈
教
歌

仙
』
を
除
く
五
種
の
歌
仙
の
和
歌
が
、
寛
文
元
年
に
西
園
寺
実
晴
が
書
写
し

た

『秀
歌
撰
集
』
（立
命
館
大
学
西
園
寺
文
庫
）
に
含
ま
れ
る
ｃ
以
上
か
ら
、

類
従
編
纂
過
程
を
考
え
る
際
に
は
、
先
行
す
る
堂
上
歌
壇
の
影
響
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
寛
文
年
間
の
林
和
泉
稼
は
鳳
林
承
章
の
も
と
に
も
出
入

り
し
て
、
書
物
の
収
集
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
前
述

『隔
冥
記
』
か
ら
確

認
で
き
る
。
当
時
の
堂
上
歌
壇
の
動
き
を
敏
感
に
受
け
取
れ
る
立
場
に
版
元

自
身
が
い
た
こ
と
は
、
こ
の

『歌
仙
』
七
種
の
出
版
を
可
能
に
し
た
要
因
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
林
版

『歌
仙
』
七
種
の
受
容
例
を

一
例
挙
げ
る
。
こ
の
七
種
の

う
ち
、
『中
古
歌
仙
』
『新
歌
仙
』
は
元
禄
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

『鳴
の
羽

掻
』
所
収
の

『中
古
歌
仙
』
『新
歌
仙
』
の
底
本
と
な
り
、
『鳴
の
羽
掻
』
所

収

『女
歌
仙
』
も

『歌
仙
』
七
種
の
う
ち
の

『新
女
歌
仙
』
を
底
本
と
す
る

こ
と
が
、
川
平
ひ
と
し
氏
、
大
伏
春
美
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
ｃ

『歌
仙
』
七
種
は
、
林
和
泉
塚
と
い
う
大
書
肇
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
近
世
に
広
く
流
通
し
、
多
く
の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

ま

と

め

寛
文
元
年
に
京
の
書
卑
林

（出
雲
寺
）
和
泉
橡
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た

『釈
教
歌
仙
』
は
、
現
存
す
る

『釈
教
歌
仙
』
の
う
ち
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本

系
統
の
要
素
を
多
分
に
含
む
作
品
で
あ
る
。
相
違
点
と
し
て
は
、
佐
佐
木
家

旧
蔵
本
系
統
で
は

一
首
目
の
達
磨
和
尚
の
和
歌
の
背
景
に
添
え
ら
れ
て
い
た

聖
徳
太
子
の
図
像
に
、
林
版
は
和
歌
を
加
え
て
独
立
し
た

一
歌
仙
と
し
た

点
、
そ
し
て
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
に
み
ら
れ
た
歌
仙
の
左
向
性
を
排
し
、

偶
数
首
の
歌
仙
を
右
向
き
に
し
、
奇
数
首
と
向
か
い
合
わ
せ
に
し
た
こ
と
に

よ
り
、
奇
数
首
と
偶
数
首
の
番
の
意
識
を
明
確
に
示
し
た
点
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
『歌
仙
』
七
種
の

一
種
と
し
て
、
異
種
三
十
六
歌
仙
の
中
に
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
も
、
『釈
教
歌
仙
』
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
林
版
の
各
種
歌
仙
の
う
ち
、
『歌
仙
』
は
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た

嵯
峨
本

『三
十
六
歌
仙
』
（尊
円
本
系
統
の
本
文
）
と
は
異
な
る
系
統
の
和

歌
を
採
り
、
『新
／
続
女
歌
仙
』
も
先
行
す
る
野
田
版

『女
歌
仙
』
と
は
異

な
る
和
歌
を
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
選
定
が

『職
人
歌
仙
』
を
除
き
、

全
て
飛
鳥
井
雅
章
の
編
纂
し
た

『数
量
和
歌
集
』
に
淵
源
を
見
い
だ
せ
る
点

は
、
近
世
に
お
け
る
名
数
和
歌
の
受
容
と

一
首
本
化
の
過
程
を
考
え
る
上
で

興
味
深
い
ｃ
『釈
教
歌
仙
』
刊
行
年
の
寛
文
元
年
に
は
、
西
園
寺
実
晴
が
、

『数
量
和
歌
集
』
を
よ
り

一
首
本
化
し
た
名
数
和
歌
を
類
衆
し
た

『秀
歌
撰

集
』
を
書
写
し
て
お
り
、
近
世
中
期
書
写
の
高
松
宮
家
旧
蔵
本

『数
量
和

歌
』
も

『秀
歌
撰
集
』
同
様

『数
量
和
歌
集
』
に
比
べ
て
一
首
本
化
が
進
ん

五
五



で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
堂
上
に
お
け
る
名
数
和
歌
類
来
の
動
き
、
そ
し
て

一

首
本
化
の
動
き
の
な
か
、
町
版
と
し
て
林
版
の

一
首
本

『歌
仙
』
七
種
類
が

出
版
さ
れ
た
。
寛
文
年
間
の
書
岸
林
和
泉
橡
は
林
家
や
季
吟
の
み
な
ら
ず
、

鳳
林
承
章
の
も
と
に
も
出
入
り
す
る
な
ど
、
当
時
の
地
下
か
ら
堂
上
に
至
る

歌
壇
の
動
き
を
敏
感
に
受
け
取
れ
る
立
場
に
い
た
。

書
卑
林
和
泉
橡
は
幕
府
の
御
書
物
師
と
な
り
、
江
戸
に
も
出
店
し
、
明
治

に
至
る
ま
で
存
続
し
た
大
書
肇
で
あ

っ
た
ｃ
そ
の
よ
う
な
版
元
か
ら
出
版
さ

れ
た
林
版

『釈
教
歌
仙
』
は
十
七
世
紀
よ
り
十
九
世
紀
に
至
る
近
世
の
な
が

き
に
わ
た

っ
て
、
他
の
異
種
歌
仙
と
と
も
に

『歌
仙
』
七
種
と
し
て
版
を
重

ね
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

付
記貴

重
な
歳
書
の
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
、
ま

た
画
像
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）
久
曽
神
昇

『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六
　
風
間
書
房

　

一
九
八

四
年鷲

尾
順
敬

『国
文
東
方
仏
教
叢
書
　
歌
頌
部
』
東
方
書
院

　

一
九

二
五
年

（２
）
梅
津
次
郎

「
釈
教
升
六
人
歌
仙
固
考
」
『美
術
研
究
』
九
二
　

一

九
三
九
年
、
森
暢

『歌
合
絵
の
研
究
』
角
川
書
店

　
一
九
七
〇
年

五
六

土
屋
貴
裕

「
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
に
お
け
る
仏
法
観
と
和
歌

観
―
達
磨

・
聖
徳
太
子
を
め
ぐ
る
言
説
と
イ
メ
ー
ジ
」
『中
世
仏
教

文
化
の
形
成
と
受
容
の
諸
相
』
二
〇
〇
七
年

土
屋
貴
裕

「
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
と
真
言
僧
栄
海
」
『東
海
仏

教
』
五
二
　
一
一〇
〇
七
年

（３
）
『江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
井
上
書
房

　
一
九
六
二

―
六
三
年
　
所
収

（４
）
清
水
婦
久
子

『源
氏
物
語
版
本
の
研
究
』
和
泉
書
院
　
一
一〇
〇

三
年

（５
）
宗
政
五
十
緒

『近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版

一
九
八
二
年

（６
）
藤
賞
久
美
子

『近
世
書
籍
文
化
論
』
吉
川
弘
文
館
　
一
一〇
〇
六

年
（７
）
長
谷
川
泰
志

「
林
和
泉
橡
時
元
と

『太
閤
記
』
の
出
版
」
『鯉
城

往
来
』

一
　

一
九
九
八
年

一
〇
月

（８
）
柳
沢
昌
紀

「
軍
記
物
語
の
出
版
と
版
元
―
近
世
前
期
を
中
心
に

―
」
『軍
記
と
語
り
物
』
三
九
　
一
一〇
〇
三
年
三
月

（９
）
『鵞
峰
林
学
士
文
集
』
近
世
儒
家
文
集
集
成

一
二
　
ぺ
り
か
ん
社

一
九
九
七
年

（１０
）
『新
編
国
歌
大
観
』

（Ｈ
）
片
岡
山
説
話
と
達
磨
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
、
以
下
の
研
究
が

あ
る
。

荻
須
純
道

「
聖
徳
太
子
と
達
磨
日
本
渡
来
の
伝
説
を
め
ぐ
り
て
」



『日
本
仏
教
学
会
年
報
』
二
九
　
一
九
六
三
年

堅
田
修

「
聖
徳
太
子
片
岡
山
飢
者
説
話
の
基
底
」
『日
本
の
社
会

と
宗
教
』
同
朋
舎
出
版
　
一
九
八

一
年

久
野
昭

『日
本
に
来
た
達
磨
』
南
窓
社
　
一
九
九
八
年

松
本
真
輔

「
『元
亨
釈
書
』
本
朝
仏
法
起
源
諄
の
位
相
―
達
磨
と

太
子
の
遊
近
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『中
世
文
学
』
四
三
　
一
九
九
八
年

（‐２
）
序
文
に
天
竺
と
本
朝
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て

は
以
下
の
研
究
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
愛
弓

「
『釈
門
三
十
六
人
歌
仙
絵
』
の
構
想
に
つ
い
て
」
『女

子
大
文
学
　
國
文
篇
』
四
八
　
一
九
九
七
年

（‐３
）

注

（２
）
参
照

（‐４
）
［影
印
］
有
吉
保

『歌
仙
　
一二
十
六
歌
仙
五
種
類
』
勉
誠
社
　
一

九
九
六
年

［同
系
統
の
翻
刻
］
『日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六

「古
三
十
六
人
歌

合

（丁
と

（底
本
　
士心
香
須
賀
文
庫
蔵

『歌
倦
部
類
し

（‐５
）
［影
印
］
有
吉
保

『歌
仙
　
一二
十
六
歌
仙
五
種
類
』
勉
誠
社
　
一

九
九
六
年

［翻
刻
］
『日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六

「新
中
古
歌
撰

（別
と

石
川
常
彦

「十
三
世
紀
中
葉
の
歌
仙
秀
歌
撰
の
こ
と
」
『新
古
今

的
世
界
』
和
泉
書
院
　
一
九
八
六
年

（初
出

『武
庫
川
女
子
大
学
紀

要
』
二
五
　
一
九
七
七
年
）

（‐６
）
［影
印
］
有
吉
保

『歌
仙
　
一二
十
六
歌
仙
五
種
類
』
勉
誠
社
　
一

九
九
六
年

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

［同
系
統
の
翻
刻
］
『日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六

「新
歌
仙
」
（底

本
　
内
閣
文
庫
蔵

『歌
仙
雑
集
し
　

林
版
と
は
収
載
歌
が

一
部
異

な

る

（‐７
）
［影
印
］
有
吉
保

『歌
仙
　
一二
十
六
歌
仙
五
種
類
』
勉
誠
社

　
一

九
九
六
年

［翻
刻
］
『日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六

「女
歌
仙

（丁
と

［同
系
統
の
翻
刻

・
研
究
］

森
暢

「
類
似
三
十
六
歌
仙
絵
」
『歌
合
絵
の
研
究
』
角
川
書
店

一
九
七
〇
年

森
暢

『歌
仙
絵
　
百
人

一
首
絵
』

角
川
書
店
　
一
九
八

一
年

大
伏
春
美

『女
房
三
十
六
人
歌
合
の
研
究
』
新
典
社

　
一
九
九
七

年
（‐８
）
［影
印
］
有
吉
保

『歌
仙
　
一二
十
六
歌
仙
五
種
類
』
勉
誠
社
　
一

九
九
六
年

［翻
刻
］
『日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六

「続
女
歌
仙

（戊
と

［同
系
統
の
翻
刻
　
研
究
］

森
暢

「
類
似
三
十
六
歌
仙
絵
」
『歌
合
絵
の
研
究
』
角
川
書
店

一
九
七
〇
年

森
暢

『歌
仙
絵

・
百
人

一
首
絵
』

角
川
書
店

　
一
九
八

一
年

大
伏
春
美

『女
房
三
十
六
人
歌
合
の
研
究
』
新
典
社

　
一
九
九
七

年
（‐９
）
［同
系
統
の
翻
刻
］
『続
群
書
類
従
』
三
三
下
　
雑
部

　

一
九
七

九
年

五
七



↓
異
同

（第
四
首

・
第
二
十
四
首

・
第
三
十
三
首
）
あ
り

［同
系
統
の
研
究
］
荒
木
礼
子

「
狂
歌
合

『職
人
歌
仙
』
に
つ
い

て
」
『成
膜
国
文
』

一
〇
　
一
九
七
七
年

（２０
）
『群
書

一
覧
』
江
戸
　
須
原
屋
茂
兵
衛
　
大
阪
　
加
賀
屋
善
蔵

海
部
屋
勘
兵
衛
　
刊

（２‐
）
森
暢

『歌
合
絵
の
研
究
』
角
川
書
店
　
一
九
七
〇
年

（２２
）
国
文
学
研
究
資
料
館

『江
戸
の
歌
仙
絵
』
図
録
　
一
一〇
〇
九
年

（２３
）
新
藤
協
三

『三
十
六
歌
仙
叢
考
』
新
典
社
　
一
一〇
〇
四
年

（２４
）
寛
文
十

一
年
、
延
宝
三
年
、
貞
享
二
年
、
元
禄
五
年
、
元
禄
十

二
年
版
書
籍
目
録
も
同
様
で
あ
る
。

（２５
）
天
和
元
年
、
元
禄
九
年
、
宝
永
六
年
版
書
籍
目
録
も
同
様
で
あ

Ｚ
の

。

（２６
）
『北
村
季
吟
日
記
』
北
村
季
吟
著
作
集
二
　

一
九
六
三
年

（２７
）
川
平
ひ
と
し
、
大
伏
春
美

『影
印
本
　
鳴
の
羽
掻
』
「解
題
」
新

典
社
　
一
一〇
〇
五
年

（
２８
）
な
お
、
『新
女
歌
仙
』
『続
女
歌
仙
』
の
歌
仙
図
は
、
明
暦
四

（
一
六
五
八
）
年
に
野
田
弥
兵
衛
尉
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た

『女
歌

仙
』
の
図
を
転
用
し
て
い
る
。　
一
部
の
歌
仙
の
衣
の
模
様
、
畳
の
縁

の
柄
等
が
変
え
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
大
本
の
野
田
版
か
ら
半
紙

本
の
林
版
に
合
う
よ
う
、
歌
仙
の
衣
や
畳
の
左
右
を
削

っ
て
中
心
部

分
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
ｃ
林
版
が
、
『新
／
続
女
歌
仙
』
と
い

う
題
で
あ
る
こ
と
も
、
野
田
版

『女
歌
仙
』
の
存
在
を
意
識
し
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。

五
八



架
蔵
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
本

［蟹

一
七
三
］

東
京
都
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本

［加
ざ
“
］

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

［コ
【
χ
ム
含
］

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

［口
ｏ
Ｙ
ヽ
８
ム
２

神
宮
文
庫
本

（
マ
イ
ク
ロ
の
み
確
認
）

国
文
学
研
究
資
料
館
本

［３
上
ミ
ム
］

国
立
国
会
図
書
館
本

［
あ
Υ
ミ
巴

一国
〓
立
口四
〈ム
Ｍ四圭
『
舘
や
太
一
［∞いヽ
‐
や〇
ヽ
］

国
立
国
会
図
書
館
本

［
３
デ

】
お
］

宮
内
庁
書
陵
部
本

（歌
仙
部
類
）
冒
お
出
ユ

関
西
大
学
図
書
館
本

［ヨ
一
×
「穴

マ
己

刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本

［く

〓
Ｓ
］

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本
［貴
２
Ｔ
『
ム
］

紺 紺
地
に
流
水

・
あ
や
め

改

装
紺 紺

][

言:

改
装

（国
会
図
書
館
）

紺
地
に
芝
草

紺 紺
地
に
氷
水

・
楓

（裏
表
紙
紺
地
に
芝
草
）

紺 紺 紺

表

紙

表
紙
中
央

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上

剥
落

表
紙
中
央

表
紙
左
上
朱
地

表
紙
左
上

表
紙
左
上

表
紙
左
上
朱
地

題
接
位
置

外

題

繹
教
訂
仙

（刷
）

続
調
仙

（朱
書
　
題
嬢
剥
落
）

釈
子
三
十
六
歌
仙
　
全

（書
）

澤
教
訂
仙

（刷
）

澤
教
訂
仙

（刷
）

澤
教
訂
仙

（刷
）

繹
教
訂
仙

（刷
）

釈
教
三
十
六
人
歌
仙
　
全

澤
教
三
十
六
調
仙
　
エハ
（朱
書
）

繹
教
調
仙

（刷
）
七
　
大
尾

（書
）

澤
教
訂
仙

（刷
）
七

（書
）

祥
教
訂
仙

（刷
）

澤
教
訂
仙

（刷
）

繹
教
訂
仙

（刷
）
七
終

（書
）

四
種
の
内
か

六
種
の
内
の
七
（
一
冊
欠
）

七
種
の
内
の
七

七
種
の
内
の
六

七
種
の
内
の
七

七
種
の
内
の
七

七
種
の
内
の
七

歌
仙
七
種

【表

一
】
林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
諸
本

一
覧

（大
東
急
記
念
文
庫
本

［含
占
∞１
８
‐
圏
］
は
未
見
）

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

五
九



【表
二
】
『釈
教
歌
仙
』
早
大
本

・
架
蔵
林
和
泉
縁
版
歌
仙
図
像
比
較

小
僧
都
源
信

性
空
上
人

蝉

丸
日
蔵
上
人

空
也
上
人

素
性
法
師

僧
正
聖
宝

喜
撰
法
師

僧
正
遍
照

玄
賓
僧
都

沙
弥
満
誓

智
証
大
師

慈
覚
大
師

弘
法
大
師

伝
教
大
師

大
僧
正
行
基

僧
正
菩
提

聖
徳
太
子

達
磨
和
尚

袈
裟
　
両
手
で
数
珠

袈
裟
　
袖
手

袈
裟
　
右
手
に
杖
で
頬
杖

袈
裟
　
袖
手

袈
裟
　
両
手
で
杖

僧
綱
領
　
袈
裟

右
手
に
数
珠
　
左
手
に
袖

僧
綱
領
　
袈
裟
　
左
手
に
数
珠
　
左
膝
立

僧
綱
領
　
袈
裟
　
右
手
に
扇
子

僧
綱
領
　
袈
裟
　
両
手
に
数
珠

僧
綱
領
　
袈
裟
　
右
手
に
扇
子

袈
裟
　
禅
定
印

袈
裟
　
禅
定
印

右
手
に
五
鈷
杵
　
左
手
に
数
珠

頭
布
　
禅
定
印

右
向
　
袈
裟
　
袖
手

袈
裟
　
袖
手

右
向
　
工立
姿
　
両
手
で
布
を
持
つ

赤
衣
頭
布 早

稲
田
大
学
附
属
図
書
館
本

右
手
に
数
珠

僧
網
領
　
左
膝
を
立
て
手
を
組
む

琵

琶
右
向
　
僧
網
領
　
禅
定
印

右
手
に
数
珠
　
左
手
に
杖

（先
端
に
鹿
の
角
）

右
向

僧
網
領

僧
網
領
ナ
シ
　
数
珠
ナ
シ
　
右
膝
立

右
手
に
扇
子

右
手
に
数
珠

僧
網
領
ナ
シ
　
左
手
に
扇
子

右
向
　
頭
布
　
左
膝
立

右
向
　
右
肩
の
袈
裟

（通
肩
）

椅

子
僧
網
領
　
横
被

僧
網
領

袈

裟

敷

物

林
和
泉
橡
版
本
　
早
大
本
と
の
相
違
点

六

〇



明
恵
上
人

貞
慶
上
人

僧
正
行
意

寂
然
法
師

寂
蓮
法
師

法
橋
顕
照

二
品
法
親
王
守
覚

僧
正
慈
円

西
行
法
師

道
因
法
師

俊
恵
法
師

僧
正
永
縁

大
僧
正
行
尊

登
蓮
法
師

法
師
永
観

良
遅
法
師

能
因
法
師

恵
慶
法
師

袈
裟
　
両
手
で
数
珠

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
綱
領
　
袈
裟
　
両
手
に
数
珠

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
綱
領
　
袈
裟
　
両
手
で
扇
子

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
綱
領
　
袈
裟

左
手
に
数
珠

袈
裟
　
右
手
に
扇
子

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
綱
領
　
袈
裟

僧
網
領
　
袈
裟
　
両
手
に
数
珠

袈
裟
　
右
膝
立

袈
裟
　
両
手
で
数
珠

僧
網
領
　
袈
裟
　
右
手
に
数
珠
　
頬
杖

袈
裟
　
両
手
で
数
珠

袈

裟

右
向

和
歌
　
歌
仙
絵
ナ
シ

右
手
に
数
珠

右
向
　
右
手
に
数
珠

右
向
　
僧
網
領
ナ
シ
　
左
手
に
扇
子
　
右
膝
立

上

畳
右
向
　
横
被
　
右
膝
立
て

僧
網
領
　
袈
裟
　
数
珠
ナ
ンヽ

脇
′自、

右
後
向
　
僧
網
領
　
一局
子

僧
網
領
　
袈
裟

右
向
　
僧
網
領
　
袈
裟
　
右
手

右
手
に
数
珠

右
向
　
僧
網
領
　
袖
手
　
膝
立
て
ず

僧
網
領
　
後
ろ
向
き
　
数
珠
ナ
シ

右
向
　
右
手
に
数
珠
ナ
シ

後
ろ
向
き
　
数
珠
ナ
シ

右
向
　
僧
網
領
　
脇
息

※
歌
仙
名
の
表
記
は
林
和
泉
嫁
版
に
よ
る

林
和
泉
橡
版

『釈
教
歌
仙
』
に
つ
い
て

（ほ
ん
だ

。
じ
ゅ
ん
こ
　
本
学
博
士
後
期
課
程
）




